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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、ゲーム理論の先端的な研究によって、「利害の対立

する人間は、制度、市場、組織を通じていかにして効率的かつ衡平で安定な経済状態を実現で

きるか」という経済学の根本問題を考察した。主な成果として、市場の失敗により市場システ

ムが適切に機能しない状況でも、経済主体の自発的な制度構築と相互協力によって望ましい社

会経済システムが実現可能であることを理論と実証の両面から明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：By developing the frontiers of game theory, this research project has 
considered the fundamental problem of economics: how can human beings in various 
conflicts of interests attain efficient, fair and sustainable economic states through 
organizations, markets and institutions? We have shown theoretically and empirically that 
even when market mechanisms do not perform appropriately due to various factors of 
market failure, a desirable socio-economic system is successfully established through 
mutual cooperation and institution formation. 
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１． 研究開始当初の背景 

国際社会のグローバル化が急速に進行

する現在、経済社会の相互依存関係は、

人間、企業組織、地域、国家のあらゆる

レベルでますます多様化している。その

結果、地球環境問題や金融市場の国際化

や不安定性などさまざまな利害の対立が

生じていて、相互協力による新しい経済

システムの構築が必要とされている。こ

のような現代経済の新しい問題の背景に

は、不確実性、外部性、市場の非完備性、

複雑性システム、不完全情報、戦略的行
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動など一般均衡理論に基づく従来の経済

理論では十分に分析できない要因が本質

的に介在している。 

このために、ゲーム理論の先端的な研

究を実施して、政治学や社会心理学など

の他の社会科学、さらに行動科学や生物

学などの他の学問分野の研究成果を取り

入れて、理論経済学の研究を従来の一般

均衡理論の枠組みを超えた新しい方向に

発展させることが急務である。 

本研究プロジェクトが発足した当時

(2008 年)の国際的な学術動向として、経

済学の基礎研究および応用研究に革命的

な変革をもたらした非協力ゲーム理論の

研究が精力的に行われ、1994 年の

Harsanyi（米国）、Nash(米国)、Selten（ド

イツ）の受賞以後、ほぼ２年毎にゲーム

理論と深い関係のある分野にノーベル経

済学賞が授与された。 

国際的な経済学研究の最前線では、ゲ

ーム理論の先端的な研究が活発に行われ

ていて、わが国でもゲーム理論研究を一

層推進させ、国際的なゲーム理論研究の

有力拠点としての学術基盤を強固にする

ことが求められている。 

 
２．研究の目的 
ゲーム理論の先端的研究によって、「利害

の対立する人間は、制度、市場、組織を通じ
ていかにして効率的かつ衡平で安定な経済
状態を実現できるか」という経済学の基本問
題を、 (1）市場システムの動学・非完備情報
ゲーム分析、(2) 組織・情報・インセンティ
ブのゲーム分析、(3) 政治経済学のゲーム分
析、の三つの視点から探求する。 
個々の研究課題は、マクロ経済動学と戦略

的行動の関係、情報の非対称性や証券市場の
非完備性が金融資産や財・サービスの配分の
効率性に及ぼす影響、企業組織や産業組織に
おいて長期的継続関係、非対称情報や交渉が
組織の効率性に及ぼす影響、国際政治経済シ
ステムにおける効率的で衡平な資源配分の
ための制度設計の可能性などである。 

 
３．研究の方法 
（１）市場の動学・非完備情報ゲーム分析 

動学ゲーム理論、非完備情報ゲーム理

論、マクロ経済動学や数理ファイナンス

理論の分析手法を総合的に用いて、マク

ロ経済変動と戦略的行動の動学メカニ

ズム、非対称情報や経済環境の確率的変

動、経済主体の動機やリスク許容度が金

融資産市場の効率性や分配機能に及ぼす

影響を解明する。また、伝統的なベイジ

アン期待効用理論の枠組みだけでなく、

近年その進展が著しい曖昧情報下での

非期待効用理論や行動経済学の新しい

知見を踏まえた新しい市場理論の構築

を目指す。  
 
（２）組織・情報・インセンティブのゲーム
分析 

提携交渉ゲーム理論、繰り返しゲーム理論

および非完備情報ゲーム理論を発展させ、組

織、契約、インセンティブ、メカニズムデザ

インの視点から、非市場システムとしての組

織における意思決定を考察する。具体的には、

組織内交渉、組織メンバー間の情報伝達の不

完全性、共有知識の欠如、長期的継続関係な

どが、組織の形成、利得分配、メンバー間の

協調にいかなる影響を及ぼすかを解明する。

さらに、情報とインセンティブの問題へのゲ

ーム理論の応用可能性を一層向上させるた

め、共通の事前予想の仮定を緩和した新しい

非完備情報ゲーム理論の構築を目指す。 

 
（３）政治経済学のゲーム分析 
ゲーム理論による政治経済学の基礎理論

を定式化するために、非協力ゲーム理論と協
力ゲーム理論を総合するゲームの一般理論
を構築する。人間行動の限定合理的な動機お
よび認知に関する最近の研究成果を踏まえ
て、政治経済状況における利害の対立と協力
の実現可能性を考察する。具体的には、交渉
ゲーム理論、社会選択理論、国際貿易論、ネ
ットワーク形成理論を発展させ、グループ形
成、分配の効率性と衡平性、国際貿易同盟の
形成、政治経済機構の創設、民主主義体制に
おける選挙と政党間競争、政府の政策決定と
非時間整合的選好、地球環境問題などを考察
する。 
 

４．研究成果 
 本研究プロジェクトは、ゲーム理論の先端
的な分析手法を用いて、経済システムにおけ
る制度、市場、組織、人間行動の間の相互連
関に関する広範囲な問題について多くの成
果を上げた。下記に、主な成果を概説する。 
  
（１）非完備情報ゲーム理論や数理ファイナ
ンス理論の先端的な分析手法を用いて、市場
の非完備性が金融資産市場の効率性や分配
機能に及ぼす影響を研究した。最近の金融危
機の原因の一つとされる「曖昧な情報によっ
て経済活動が過剰になる結果、経済システム
が不安定あるいは危機的状態に陥る」という
シナリオは、伝統的なベイジアン意思決定理
論の枠組みでは定式化が困難である。この困
難を克服するために、曖昧な情報を非協力ゲ
ーム理論の枠組みに取り入れ、曖昧さを回避
する、もしくは積極的に好むプレーヤーの新



 

 

しいモデルを提示し、個人情報が投資家に純
粋に投機的な行動をとらせるための条件を
明らかにした。 
 
（２）一般均衡理論に基づく不完備市場の新
しいゲーム論的先物市場モデルを提示し，取
引所に上場される先物契約がいかに内生的
に決められるかを考察した。取引者である受
託会員の全員一致が上場に必要な場合です
ら，取引所が最も好ましいと判断する先物契
約が導入されることを証明した。この結果は、
受託会員や取引所の目的関数に関する強い
仮定がなくても成立する一般性の高い結果
である。 
 
（３）マクロ経済変動と戦略的行動の相互連
関を研究し、国際貿易市場における二国間貿
易の動学モデルで、外部効果がなくても劣等
財が存在する場合、定常貿易均衡が複数存在
し均衡成長経路が非決定的となり得ること
を証明した。 
 
（４）人間の認知と意思決定に関する行動経
済学的研究を行った。一橋大学などで実施し
たアンケート法によるゲーム実験のデータ
と MEG と MRI による脳計測データを比較し、
人間の思考停止能力の有無と協力行動に有
意な関係があることを発見した。 
 
（５）有限期間交渉ゲームの交渉解の公理的
特徴づけを考察するとともに、交渉の戦略モ
デル分析を行い、交渉終結確率と交渉期間の
２変数に関する極限において交渉解と整合
的シャプレイ値との関連を明らかにした。レ
ントシーキングゲームと多数決型交渉ゲー
ムの結合や純粋交渉問題における重複型提
携構造を理論的に解明した。 
 
（６）私的観測を伴う繰り返しゲーム理論の
研究を発展させ、プレーヤーが戦略的に観測
で得られる情報の質を連続的に微調整でき
る観測費用モデルにおいて、一般的な囚人の
ジレンマ型の利得構造下でのフォーク定理
を証明した。従来の研究の大半は、観測す
る・しないの二者択一的な意思決定を仮定し
ており、この成果が、繰り返しゲーム理論の
研究に与えるインパクトは大きい。 
 
（７）非完備情報ゲーム理論における均衡理
論をさらに精緻にするために、「反復ポテン
シャル」という新しい概念を提唱し、不完備
情報に対する均衡の頑健性のための新しい
十分条件を証明した。また、共通の事前予想
の仮定を緩和した新しい非完備情報ゲーム
理論の構築を目指し、非共通事前信念の下で
の戦略伝染効果を共通事前信念からの乖離
の度合いで定量的に関連づけることに成功

した。 
 
（８）社会的決定および個人的決定に関して、
社会的選択理論の研究を複数の意思決定基
準を含む一般的な社会選択問題に発展させ
た。特に、第１基準での最適な選択肢の範囲
から第２基準で最適化を行う方式と、２つの
評価基準に優先順位を付けて一つの二項関
係に結合して最適化を行う方式を提示した。
それぞれの方式による選択が非空となるた
めの条件、選択の整合性を満たすための条件、
および複数の基準を適用する順番が結果に
影響しないための条件を解明した。 
 
（９）2 大政党が政権を争う民主政治システ
ムにおいて、政権党が非時間整合的選好を持
つにいたるメカニズムを解明し、投資先行型
の政策プロジェクトを履行するためには、プ
ロジェクトを分割し徐々に履行していくこ
とが有効であることを証明した。この研究は、
政治経済学の研究に行動経済学的要素を組
み入れた先駆的研究である。さらに、自由貿
易地域ネットワークが形成される過程を動
学シミュレーションの手法を用いて分析し
た。 
 
（１０）「市場の失敗」によって市場メカニ
ズムが適切に機能しない状況では、個人的な
価値の追求と社会厚生の最大化は相反する
ため、公共財の過少供給、共有資源の枯渇や
環境汚染など、現実経済で頻繁に観察される
社会的に望ましくない結果が生ずる。利害を
異にする経済主体が相互協力を通じて効率
的な資源配分を実現するための制度を自発
的に構築できるかという制度構築の問題を
考察した。否定的な通説に反して、制度構築
の可能性を理論的に明らかにするとともに、
理論結果をゲーム実験のデータによって実
証した。この成果は、2009 年のノーベル経済
学賞を受賞したオストロム教授の研究をゲ
ーム理論的に基礎づけるものであり、ノーベ
ル賞委員会による受賞解説論文に引用され
た。 
 
 各研究組織の研究を総括するために、経済
学、政治学、社会学、生物学、物理学、工学
などの幅広い分野の研究者が参加するゲー
ム理論ワークショップを毎年３月に開催し、
ゲーム理論を基礎として既存の学問分野を
総合する新しい学問分野の創造を目指した。 
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